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★東山荘
★18：00点鐘
★クリスマス家族会
　親睦活動委員会
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勝又敏雄君・臼井良太君・山内強嗣君
※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までに
　ご連絡下さい。

60名 58名 55名 94.83％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（３名）

●例　会　場／東山荘
●内　　　容／12：25　年次総会
　　　　　　　12：30　第２回クラブ協議会
　　　　　　　全員
●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト

第2542回　例会プログラム
●会員誕生日／12月７日　勝又重春君
　　　　　　　12月７日　橋本喜市君
●結婚記念日／12月12日　鎌野篤志君　純子様　ご夫妻
●皆　出　席／12月１日　勝又英和君（ロータリー歴７年）
　　　　　　　12月２日　秋田　敬君（ロータリー歴14年）

会　員　慶　事

司　会
長谷川雅也君

ソングリーダー
秋田悦夫君

会員誕生日
小野寛幸君

皆出席
勝又重春君

出席報告
長田　崇君

会 長 挨 拶

会長挨拶用
ＱＲコード

望 月 　 茂

で出たため、それらを戒めるために流されたとも言
われています。枯れた花を木に残さず、散り方が潔
いきれいな花ととらえる見方もあります。
　古くは、古希や喜寿、傘寿、米寿などの賀寿を
「椿寿（ちんじゅ）」と呼んでいたことからも、椿は
「樹齢の長いめでたい木」であるといえるでしょう。

日本の生活文化を象徴する椿
　現在「椿」は、「花を楽しむ園芸植物」と考えます
が、古来「生活に役立つ有用植物」としても重用さ
れてきました。また、文学、絵画、祭事、仏事、年
中行事、食生活にいたるまで、日本人
の生活や文化に深く関わってきました。
　こうしたことから、桜を日本の精神
文化の象徴とすれば、椿は生活文化の
象徴だといえるのではないでしょうか。

椿はおめでたい木
　椿の花は「ぽとり」と落ちることから、「首が落
ちる」のを連想させるとして嫌う風習もありますが、
本来「冬枯れしない艶やかな常緑樹」で、実生でも
挿し木でも殖やすことができ、生活にも大いに役に
立つと言われています。
　そのことから、椿にまつわる伝説や信仰は全般的
に「厄除け」「長寿」「吉祥」「子孫繁栄」といった、
喜ばしいものであるといえます。
　「ぽとり」の言い伝えは、椿ブームがおこった江
戸時代に、珍しい品種を求めて破格な取引や窃盗ま

11/29の出席報告



鎌野　篤志

望月　　茂
芹澤　正明
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11/15のメーキャップ

・炉辺会合ありがとうございまし
た。積パストガバナーに来ていた
だき、参加の皆様ありがとうござ
いました。望月会長、芹澤幹事

・先日の炉辺会合にご参加の皆様、
大変ありがとうございました。
　大変勉強になりました。
　職業奉仕委員長　勝又重春
　副委員長　神谷高義
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山内　強嗣君

長谷川雅也君

橋本　喜市君

勝又　安彦君

長田　富夫君

芹澤　正明君

勝間田太住君

11月９日

11月９日

11月13日

11月15日
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11月25日
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裾 野 Ｒ Ｃ

裾 野 Ｒ Ｃ

伊豆中央ＲＣ

静岡東ＲＣ

大阪Ｅクラブ

北海道Ｅクラブ

大阪Ｅクラブ

水口　正宏君

山﨑伊久雄君

林　　　準君

渋谷　　一君

若林　洋平君

豊山　　篤君

秋田　　敬君

椿の会会長

松 岡 陽 子 様

公園緑地課

永 井 尚 子 様

見直そう御殿場の椿
はじめよう椿とのふれあい

御殿場と椿の歴史
　奈良時代、役行者がまいてまわっていました。「富士
山の麓に咲かせたら山ももっと美しく気高くなるに違
いない」文化財しおり第17条より
　また、江戸時代には年貢の代わりに椿の実をおさめ
ていました。椿の実から油をしぼり、人々の生活を助
けていました。
　江戸時代、２代将軍秀忠が椿を好み、３代将軍家光
の時には「江戸図屏風」に描かれたように、城内の一
角に椿園がつくられました。
御殿場椿の会発足
　御殿場には椿が多く、古木も残っていることがきっ
かけとなり、御殿場の椿を守り、育て、椿の普及活動
をする事を目的として、「見直そう御殿場の椿　はじめ
よう椿とのふれあい」を合言葉に、2012年４月に発足
され、会員は40名になります。
御殿場椿の会の活動
　東山旧岸邸への太郎冠者（樹齢約400年）の移植の
ため行政への働きかけや移植後の管理補助活動、市内
に植樹されている椿の古木の調査、椿祭りの実施な
ど、また今後は、古木巡りツアー、名勝の紹介、行政
への椿文化の普及と植樹の働きかけ、そして、2019年
椿サミット開催における行政への協力をしていきま
す。
　日本古来の椿の美しさ、良さを広めていただけるよ
う、ご協力よろしくお願い申し上げます。

第29回
全国椿サミットについて

　第29回全国椿サミット御殿場大会の説明をさせてい
ただきます。
　全国椿サミットは、全国に約50支部と約350名の個
人、約40法人が加盟している総勢1,500名程の会員が
所属する日本ツバキ協会と、椿やサザンカを市の花や
木に指定していたり、保護・育成している44市町が加
盟している全国椿サミット協議会の自治体が集い、相
互の情報交換と交流を通じて、地域の活性化に資する
ことを目的とする全国的なコンベンションです。来年
開催される御殿場大会で29回目を迎えます。長崎県新
上五島町で開催された前回大会では、250名程参加し
ており、交通の便の良い御殿場大会では、全国から
400名程参加者が来ることを想定しております。
　概要について説明いたします。
　開催日は平成31年４月６日土曜日、７日日曜日の２
日間です。
　６日は全国椿サミット協議会理事会・総会、日本ツ
バキ協会支部懇談会・総会、全国椿サミット御殿場大
会セレモニー、飲食や物産等の販売、椿に関する各種
展示等を御殿場市民会館で行います。一般の方も参加
が可能です。夜には場所を時之栖に移し交流会を開催
します。
　７日は東山旧岸邸、秩父宮記念公園、YMCA東山荘
にて現地視察を行います。
　ぜひ、来年４月６日と７日はサミットにご参加いた
だければと思います。

11/29のスマイル




